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自律的英語学習を支援する添削指導Webシステム

ERRMarker: A Web-based Method of Developing Self-correction Strategies 
for Independent EFL Writers

小栗成子　加藤鉄生　

中部大学語学センター

Abstract:  The goal of writing courses is to help students develop both writing skills and strategies for self-correction．

Many EFL learners can become too passive and dependent on instructor feedback if error correction is too direct and

teacher-centered.  The authors explore a method of addressing this problem through providing semi-direct teacher

feedback on student writing using the Web and a database to facilitate autonomous learning. The ERRMarker system,

developed in 2004 by the authors, allows the instructor to highlight the location and type of error in various colors. This

semi-direct error correction system is realized by tagging the target vocabulary or sentences. The errors are displayed in

different colors on Web-based style sheets corresponding to such error types as spelling, punctuation, word choice,

conjunctions, tense, agreement, etc. The colorful responses also constitute an important source for students’e r r o r

archives. Retrieved from the database, the number, types and tendencies of individual errors as well as the class total of

errors are displayed on the Web.  This paper will demonstrate how the ERRMarker system can be implemented for

pedagogical purposes to increase student autonomy．
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研究論文

1．はじめに
（1）「使える英語」の習得とライティング

「使える英語」を身につけるためには，英

語を使いながら学習することが望ましい．教

授者が明示した正解を，学習者が記憶すると

いう受動的な授業を受けるばかりでは，その

言語を使いながら習得することにはならな

い．ライティングという言語表現活動では，

学習者がそれまでの学習経験で蓄積してきた

英語力を総結集して使う必要がある．発想か

ら語彙・表現選択，論理展開，推敲，再考，

修正，校正という複雑な能動的プロセスがラ

イティング活動にはあるが，著者はその中で

推敲，再考，修正，校正のプロセスに着目し

本研究を進めている．

（2）本研究の目的

添削指導を続ければ続けるほど，どの学習

者にも共通の誤りが生じたり，毎学期，同じ

ような添削指導が反復されたりする．添削指

導方法の一つとして，direct correction（直接

的添削）がある．これは語彙的・文法的な誤

りがどこにありどのように修正すべきかを直

接的に示す方法である．もう一つは、誤り箇

所がどこであるかを下線や記号で指摘した

り，誤り箇所は教えずに全体的な注意点をコ

メント的に与えたりするindirect correction

（間接的添削）である．direct correctionでは，

学習者は提示された添削例に従って清書する

という作業を行う（図１）．

図１　Direct Correctionの
指導

図２　Indirect/Semi-Direct 
Correctionの指導

小栗は1 9 9 5年からdirect correctionの方法で

添削を実践してきたが，学習活動は受動的に

なるばかりか，学習者がいつまでも添削指導
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に依存する傾向が生じることが顕著であっ

た．特に，自主的な学習習慣に乏しく，英語

力のレベルが高くない学習者にとっては，修

正の根拠を考えないまま指示通りに修正する

ことになりかねないため， direct correctionで

は学習効果が少ないのではないかという疑問

が生じた．Indirect correctionにおいては，教

授者は修正方法を直接示さない．そのため学

習者が自分自身で解決方法を見出す学習プロ

セスが必要となる（図２）．この方法であれ

ば確かに自律学習が要求されるが，学習者の

英語レベルが高くない場合や学習意欲が低い

場合には，学習の手がかりが少なすぎ，学習

が停滞または放棄されることも予測される．

そこで，本研究では教授者が直接的に修正

方法を教えてしまうのではなく，修正のヒン

トは与え，修正方法自体は学習者に考えさせ

るというs e m i - d i r e c tな添削指導の方法を実現

できないかを検討し, 学習者が指導に依存し

続けることなく英語学習を展開していけるよ

うな自律的な学習力の形成を目標に添削指導

システムを探究した．

2．弱点の指摘を効率的にする
フィードバック方法の開発

（1）学習を促進するためのERRMarker

本研究は，一文一文を組み立てていく過程

を通して，学習者が自分の弱点を認識するこ

とを第一の目標としている．第二の目標は，

学習者自身が自分の誤りの傾向を把握し，弱

点の克服に挑戦できるよう学習を支援するこ

とである．第三の目標は，文の修正という過

程を通して，解決が見つかるまで辞書や参考

資料を読む，教授者に質問する等，各学習者

が自分の英語レベルに応じて，自律的学習に

挑戦できるようにすることである．

教授者にとってこのシステムの最大の価値

は，誤りの傾向をリアルタイムで把握できるこ

とである．それによって，学習者が克服できず

にいる誤りを重点的に指導できると同時に，対

図３　ErrorタグとERRMarkerの例

面授業での学習ニーズも即座に認識でき，授業

内容を適切に軌道修正することができる．

E R R M a r k e rを導入したシステムは，筆者が

2 0 0 4年に開発したオンライン添削指導システ

ムで ( 1 )，誤りを色で分類し，W e bブラウザに

表示しているものである．誤りの種類によっ

てあらかじめ決められたタグを，誤りのある

箇所に教授者が入力する（図３上段）．学習者

は，W e bブラウザ上に表示されたE R R M a r k e r

によって，修正が必要な箇所と誤りの種類を

認識することができる（図３下段）．

添削指導のW e bページには，E R R M a r k e rの

色分けと解説が載せられている．現在は，句

読法，語彙選択，文法，構文，表現，論理展

開等から2 3項目を選びE R R M a r k e rとして色を

指定している．W e bに表示された誤りは，同

時にクラス総計，個人総計，個人の課題別に

E R R M a r k e rの数が集計され，W e bブラウザ上

のランキンググラフに表示される．表示方法

には２通りあり，E R R M a r k e r数を順位別に表

示するエラーランキングと，誤りを分類して

学習者の弱点を把握しやすくしたエラー傾向

グラフがある．傾向グラフではE R R M a r k e rの

2 3項目のエラーを,Mechanics, Vocabulary,

Grammar, Structure, Expression, Focusの六つに

分類している(2)．

（2）E R R M a r k e rを用いた添削指導システム

の構造

E R R M a r k e rを用いた添削指導システムの構

造は，図４の通りである．
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まずW e bブラウザ上で教授者が入力する誤

りタグ付き添削指導データをC G Iプログラム

が受け取り，エラータグを抽出する．その後，

データはH T M L + C S Sで解釈できるよう< S P A N >

タグへ変換される．データは，添削指導記録

デ ー タ ベ ー ス へ 保 存 さ れ る と 同 時 に ，

E R R M a r k e r付き添削がクライアントW e bブラ

ウザに出力される．

図５は，エラーランキング，エラー傾向が

表示されるまでの仕組みを表している．添削

指導データベースからE R R M a r k e rを集計し，

エラーランキング，エラー傾向の二つのグラ

フにしてWeb ブラウザに出力している. 

図４　エラータグのHTMLタグへの変換過程

図５　ランキング・傾向表示の仕組み

3．学習の改善と効果
（1）自律的学習力形成を支援するための指導

小栗は，E R R M a r k e rを用いた添削指導を，

2 0 0 4年度から現在まで，「情報英語」( 3 )の授業

に導入している．「情報英語」（小栗クラス）

では，情報収集をもとにレポートとしてまと

め発信するとい

う課題を実践し

ている(4)．

学習者は，受

講生のみがアク

セスできるW e b

ブラウザ上のフ

ォルダ型プロジ

ェクトノートを

個々に与えられ

ている．

個別フォルダ

は課題ファイル，

エラーランキン

グ総計グラフ，

エラー 傾向総計

グラフで構成さ

れている（図６）．

個別フォルダの

中の各課題用の

ファイルを開くと，添削指導カード（図７）

になっている．

E R R M a r k e rを活用した学習・指導の展開は，

図８の通りである．学習者は，E R R M a r k e rが

示す誤りの場所と種類，教師からのアドバイ

ス等をW e b上で受け取り，辞書や参考資料を

調べたり，教師への質問を繰り返したりしな

がら，解決方法を見つけ出すまで学習を繰り

返している．このような学習の繰り返しは，

図６　受講生の個別フォルダ

図７ 個別フォルダ内の添削指導
カード

図８　学習・指導の展開
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学　期

2004年春期

2004年秋期

2005年春期

2005年秋期

2006年春期

合　計

利用者数

17

15

9

19

30

90

投稿数

408

537

194

471

681

2291

ERRMarker
総数

653

896

273

459

796

3077

表１　ERRMarker利用に関する統計
（加藤．2006年８月）

学習者が自らの誤り傾向を把握し，自分の弱

点克服に必要な学習が何かを認識することに

結びついている．一方，教授者は個人ならび

にクラス全体の傾向を，エラーランキング，

エラー傾向のグラフによって瞬時に把握し，

弱点の克服方法について重点的に指導したり，

W e b上に英作文ヒント集を用意し，全学習者

に共通する誤りや注意点を掲載したりしてい

る．またクラス全員に共通する学習ニーズを

理解し，対面授業における指導内容の軌道修

正を即座に行ったりするのに役立てている．

（2）ERRMarkerによる学習の効果

2 0 0 4年度からE R R M a r k e rによる添削指導を

受けた学生数，投稿数，マーカー数は表１の

通りである．受講者は毎学期2 0～3 0人で，英

語レベルや学習動機，学習目標に応じて，難

易度に差をつけた課題を選択して行ってい

る．課題の難易度が高いほど，フリーライテ

ィングの部分も増えるため，添削量も多い．

しかしながら，難易度が低ければインタラク

ション回数も少ないというわけではない．

難易度の低い課題に取り組む学習者も，頻

繁に教授者とのインタラクションを繰り返す

必要がある場合と，少ないインタラクション

で済む場合とがある．

表１が示す投稿数は，学習者が学習を展開

した回数である．学習者は1 0～2 0回の添削指

導を経て，5 0語から2 0 0～3 0 0語程度までの文

章を完成させている．語数と添削指導回数は

常に正比例しているわけではなく，1 0 0～2 0 0

語の文でも添削指導回数が5 0回に及んでいる

ケースもある．

本システム導入初年度の2 0 0 4年春学期終了

時，研究協力者の水谷が学習者にアンケート調

査を行った結果は次の通りである．「添削指導

を受ける際に自発的な学習に結びつくと思う方

法はどれか」との問いに対し，direct correction

と回答した者は0％，indirect correctionと回答

した者は 4 5 %，E R R M a r k e r（s e m i - d i r e c t

c o r r e c t i o n）と回答した者は5 5 %であった．

「作文を修正する際に最も解りやすい方法は」

との問いに対しては，indirect correctionと回

答した者は0％，direct correctionと回答した

者は2 5 %，E R R M a r k er（semi-direct correction）と

回答した者は7 5 %であった。また，E R R M a r k e r

の利用が学習者の個別学習に与えた影響も明

らかにされた．学習者が「強く思う」または

「そう思う」と回答した項目は次の通りで，

自発的学習をファシリテートしようとする

E R R M a r k e r開発の目標が達成されていること

を示している．

①　文法書を調べるようになった（42%）

②　修正方法を発見するために自分が書い

た作文，他の学習者の作文，注意ポイン

ト等を読み返すようになった（67%）

③　辞書を調べるようになった（77%）

④　同じ間違いを繰り返さないようにしよ

うとした（100%）

「E R R M a r k e rでの指導の後の学習変化」に

ついて，受講生からは，次のようなコメント

も寄せられている．

「朱で修正例を提示される直接的な添削方法で

は ， 単 に 清 書 し て 終 わ り が ち だ ． し か し ，

E R R M a r k e rでは，添削から先は自分で調べなけ

ればならない．修正方法を探している間，表現

や単語について考える時間が増えるので，適切

な英語表現にたどりついてからも記憶に残りや

すい．辞書や文法書を開けば，課題自体には直

接的に関係のない英語表現や文法知識を吸収す

ることもできる．自分で調べて修正方法を見つ

ける，という大変な作業も，グラフの変化やマ

ーカー色の変化を見ながら，楽しく進めること

ができる．」（2005年度秋学期受講生）
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4．ERRMarker活用の展望
2 0 0 6年春学期は，１学期間に誤りがどのよ

うに変化しているかを把握しやすくするた

め，個人のエラーランキング，エラー傾向グ

ラフの表示方法を改善した．今後は弱点克服

のために行った文法練習等も記録できるよう

にする等，学習者ポートフォリオを見やすく

していく予定である．また，E R R M a r k e rの

タグ付け作業の方法等，ユーザビリティの向

上も図っていく予定である．さらには添削シ

ステムにスペルチェック機能を加え自動的に

E R R M a r k e rを付けさせる等，自動化できる

部分を工夫して, 教授者が指導自体に時間を

より多く費やせるような改良を検討してい

る．

E R R M a r k e rが実現しているs e m i - d i r e c tな添

削指導方法は，修正を通した学習が求められ

る領域であれば，理系・文系いずれの分野に

おいても導入することが可能である．筆者は，

現在，ディクテーションへのE R R M a r k e rの導

入を計画中である．ディクテーションのよう

に，正解を一つに定められる学習であれば，

E R R M a r k e rのタグづけを自動化することも可

能である．例えば筆者は1 9 9 8年よりディクテ

ーションの自動採点を実践しており，解答ヒ

ントの工夫や満点を達成するまで採点されな

い等の工夫はしているが，リスニング上の学

習者の弱点指摘表示には至っていない．

そこで，特に基礎的な英語スキルを習得さ

せるためにも，弱点の明確化と，さらには弱

点克服のための課題へのリンク等を実現した

いと考えている．

E R R M a r k e rの目的は，学習・指導内容その

ものを貴重なデータとし，それを自律的な学

習と指導内容の充実に活かすことである．そ

れは自発的な学習習慣をファシリテートし,

各学習者が必要とするスキルの習得に結びつ

けることでもある．E R R M a r k e rを導入したシ

ステムは英作文添削に限らず，修正指導を必

要とするいずれの分野においても，自律した

学習者の育成に貢献できるとともに，適切な

教授方法の検討を可能にするであろう．

注
（1）この研究の過程での教材開発に対しては2 0 0 6

年度外国語教育メディア学会（LET）教材開発

賞を，2006年８月３日授与された．

（2）エラー傾向の分類は下記の通り．この研究で

は，S t r u c t u re（文構造）を，文が意味を成さな

い誤り，G r a m m ar（文法）を，文の意図は理解

できる程度の文法的な誤りというように区別

している．

Mechanics: spelling, capitalization, punctuation

Vocabulary: word choice, word form, preposition, 

phrasal verb, word missing

Grammar: article, tense, agreement, verb form, oun 

c o u n t

Structure: structure, word order, combine, division, 

conjunction, unnecessary parts

Expression: expression, voice, redundancy

Focus: content 

（3）「情報英語」の授業実践に対しては1 9 9 9年度

J A C E T賞実践賞を，1 9 9 9年８月４日授与された．

（4）「情報英語」は複数の教授者が担当し，１ク

ラス4 0名までが受講している．レベル分けは

ない．小栗クラスでは「書籍」「映画」「ラン

キング」「都市」「国」をテーマとしたレポー

ト課題のほか，「文化比較」「旅行体験記」の

ようなフリーライティング課題等を用意し，

学習意欲や英語力に合わせて課題を選択させ

ている．
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